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馬場会長のあいさつ

総 会 風 景

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
全
労
済

福
井
県
本
部
の
事
務
局
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

フ
ロ
ア
は
１
Ｆ
「
推
進
支
援
課
・
お
客
様
窓

口
」、
２
Ｆ
「
事
業
推
進
課
・
嶺
北
支
所
」、
３
Ｆ

「
自
動
車
共
済
連
」、
４
Ｆ
「
総
務
課
」
と
な
っ

て
お
り
、
今
回
は
１
Ｆ
「
推
進
支
援
課
・
お
客
様

窓
口
」
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
紹
介
と
は
言
い
な
が

ら
、
顔
が
は
っ
き
り
見
え

な
く
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

　

手
前
の
男
性
が
「
遠
藤

課
長
」
右
手
の
女
性
が
手

前
か
ら
「
小
西
さ
ん
」

「
小
川
さ
ん
」
左
手
の
女

性
が
「
小
林
さ
ん
」
「
友
廣
さ
ん
」
（
チ
ョ
ッ
ト

か
く
れ
て
い
ま
す
。）

　

課
長
い
わ
く
「
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
お
く
ゆ
か
し

い
も
の
で
、
人
物
紹
介
と
い
う
よ
り
も
、
フ
ロ
ア

ー
の
紹
介
と
し
て
く
だ
さ
い
。
」

　

と
い
う
こ
と
な
の
で
、

お
客
様
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お

こ
し
い
た
だ
け
れ
ば
、
写

真
で
は
わ
か
ら
な
い
、
や

さ
し
さ
・
親
切
さ
を
実
感

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

（
苦
し
い
答
弁
で
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
）

　

五
月
二
十
一
日
㈪
、
午
前
十
時
よ
り
ユ
ニ
オ
ン
プ

ラ
ザ
福
井
に
於
い
て
、
福
井
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

（
労
福
協
）
第
四
十
五
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

毛
利
副
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
総
会
議
長

に
橋
本
盛
公
氏
（
連
合
福
井
）
が
選
出
さ
れ
、
続
い

て
馬
場
会
長
よ
り
「
こ
の
一
年
は
労
福
協
を
見
つ
め

直
す
一
年
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
を
開
設
す
る
こ
と
で
勤
労
者
の
く
ら
し
の
向
上
に

お
役
に
立
ち
た
い
。」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
福
井
県
産
業
労
働
部
梅
田
企
画
幹
、
福
井

市
労
政
課
保
珍
課
長
よ
り
の
来
賓
祝
辞
の
の
ち
議
案

審
議
に
入
っ
た
。
新
規
活
動
を
含
め
た
こ
の
一
年
間

の
活
動
報
告
と
決
算
内
容
が
承
認
さ
れ
た
後
、
向
う

一
年
間
の
活
動
方
針
が
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
、
宮

崎
副
会
長
の
閉
会
の
あ

い
さ
つ
を
も
っ
て
全
て

の
総
会
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

尚
今
回
の
総
会
で
事

務
局
次
長
が
新
た
に
設

け
ら
れ
、
早
見
幸
夫
氏

（
北
陸
労
働
金
庫
出
身
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　勤労者の暮らしにかかるサポート事業として８月６日（月）、ライフ
サポートセンター福井をユニオンプラザ福井(１階)において新設
いたします。このサポート事業については、０５年、連合・中央労福
協・労金協会・全労済の四団体による合意を受けて、連合福井・
県労福協・北陸労金・全労済福井の各団体の責任者による｢ラ
イフサポートセンター」の実現に向けた協議を重ねてまいりました。
その後、具体化に向けた事業四者実務者会議をえて、６月２７
日、開設準備委員会（委員長:吉田哲夫労福協副会長）を設置
し、本番に向けた準備をしているところです。
　当準備委員会では、アクションプログラム等の協議・確
認を行うとともに準備委員の具体的な役割を決定し、現
在、プログラムに基づき次のような諸準備・作業を進め
ております。①相談所として、気軽に来所できるような
外観や室内雰囲気などの工夫　②相談箇所はプライバシ
ーに配慮したレイアウトで２箇所設置　③事務・電子機器
等（フリーダイヤル設置）のインフラ整備　④相談所とし
て必要な関係書類の作成　⑤広告宣伝関係などです。
　一方、相談内容は、暮らしに関わるなんでも相談であり、その
内容は千差万別です。センターとして、すべての相談に対して解
消できない困難な事象も多く想定されるため、弁護士などの専
門家や自治体・福祉事業団体等との連携に向けたネットワーク
作りの活動を行っております。あとオープンまで余すところ半月と
なりますが、万全の体制で望めることができるよう準備委員全員
で頑張ってまいります。
　なお、最後になりますが、オープンに先立ち当センターの開設
周知など、皆様方のご協力をよろしくお願い申し上げます。

● ● ● ● ● ●

●事業の目的
　勤労者の暮らし全般に関する相談窓口を設置し、
　勤労者の生活全般にかかる諸問題等を解決して
　いくことによって、勤労者の「ゆとり・豊かさ・
　安心」を追求していくことを目的とする
●開設場所
　福井市問屋町１丁目３５番地
　ユニオンプラザ福井１階（元勤住協の一室）
●相談時間
　午前９時より午後５時まで（平日のみ）
　＊フリーダイヤル　０１２０－６２９－４１７
●開設日
　２００７年８月６日(月)
　8:30～オープニングセレモニー

ろ う ふ く　              　よ い な

今
こ
そ
自
主
福
祉
向
上
を
!!

第
四
十
五
回
定
期
総
会
で
方
針
確
認

全
労
済
福
井
県
本
部

「
事
務
局
紹
介
」

　

こ
の
一
年
間
の
活
動
報
告
の
中
で

　

特
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
廃

止
（
貸
金
業
法
等
改
正
法
）
に
向
け
た
運
動
は
大
き

な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。
大
衆
行
動
で
法
律
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
な
こ
と
で
歴
史
的
な
出

来
事
で
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向

け
た
対
県
要
請
に
つ
い
て
も
大
き
な
成
果
を
収
め
設

立
実
現
に
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　

政
策
・
制
度
の
改
善

　

事
業
団
体
の
要
求
内
容
に
照
ら
し
て
対
応
し
て
い

き
ま
す
。
対
県
要
請
と
知
事
懇
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

分
野
毎
の
事
業
展
開

　

ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
内
に

な
ん
で
も
相
談
の
常
設
所

と
し
て
、
ラ
イ
フ
・
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
八
月
を

目
途
に
設
置
し
ま
す
。
福

井
市
以
外
の
地
域
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
巡
回
相
談

を
年
二
回
実
施
し
ま
す
。

新
年
度
の
活
動
方
針

活　

動　

内　

容
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１．防災士養成講座

「４５周年記念キャンペーン」のお知らせ」全労済福井県本部

　

六
月
七
日
㈭
〜
八
日
㈮
「
社
会
的
共
感
の
得

ら
れ
る
運
動
を
協
働
し
て
取
り
組
む
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
中
央
労
福
協
二
〇
〇
七
年
度
全

国
研
究
集
会
が
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
全
国
よ
り

二
五
二
名
の
参
加
が
あ
り
、
福
井
か
ら
は
労
福

協
・
連
合
福
井
・
労
信
協
・
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ

ル
福
井
よ
り
計
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
１

「
地
域
再
生
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
教
授　

樋
口　

美
雄
氏

　

（
講
演
要
旨
）

　

少
子
高
齢
社
会
が
急
激
に
進
む
中
で
の
日
本

経
済
の
現
状
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
格
差
社
会
・
二
極
化
の
発
生
要
因
を
考

え
、
地
域
再
生
の
た
め
の
労
福
協
運
動
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
‼

　

基
調
講
演
２

「
江
戸
時
代
の
循
環
型
社
会
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　

作　

家　

石
川　

英
輔
氏

　

（
講
演
要
旨
）

　

と
り
わ
け
、
環
境
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
現
代
社
会
に
於
い
て
、
世
界

で
も
類
を
み
な
い
「
循
環
型
社
会
」
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
江
戸
時
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

現
代
社
会
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

生
活
意
識
の
転
換
の
た
め
に
日
常
生
活
の
中
で

の
息
の
長
い
取
組
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
社
会
的
共
感
の
得
ら
れ
る
運
動
を
協
働
し
て

取
り
組
む
た
め
に
」
と
題
し
て
の
ト
ー
ク
・
セ

ッ
シ
ョ
ン

　

「
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
必
要
性
と

具
体
的
な
成
果
や
効
果
、
ま
た
、
事
業
立
ち
上

げ
の
苦
労
話
な
ど
も
披
露
し
な
が
ら
、
将
来
の

展
望
に
つ
い
て
も
熱
く
議
論
さ
れ
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　

・
笹
森
清
中
央
労
福
協
会
長

　

ゲ
ス
ト

　
　
　

・
川
淵
尚
志
石
川
県
労
福
協
理
事
長

　
　
　

・
堀
下
猛
愛
知
県
労
福
協
会
長

　
　
　

・
坂
根
正
雄
山
口
県
労
福
協
会
長

中
央
労
福
協

中
央
労
福
協

全
国
研
究
集
会

全
国
研
究
集
会

全
国
研
究
集
会

中
央
労
福
協

全
国
研
究
集
会

全労済福井県本部は２００６年１１月１日に創立４５周年を迎えました。
これまでの感謝の意を込めて、４５周年記念イベントを下記のとおり開催いたします。

皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

日　　時／２００７年
　　　　　１１月３０日（金）～１２月２日（日）まで
　　　　　３日間（それぞれ終日）
場　　所／福井市防災センター
　　　　　（北陸自動車道福井インターから５分）
　　　　　〒918-8237福井市和田東２丁目２２０７番地
　　　　　℡（0776）20-5156
内　　容／日本防災士機構が認証した「防災士研修講座」
　　　　　を受講し「防災士資格取得試験」を受験し
　　　　　「防災士」資格を取得するまでの講座です。
募集人数／約１００名
参  加  費／約３３，０００円
募集期間／２００７年７月下旬～１０月中旬　締切り
募集方法／全労済福井県本部へ直接ご連絡下さい。
　　　　　℡（0776）26-6186

研修会場

２．記念ツアー「西安ふれあい講座」

西安基本情報

日　　時／２００７年１１月９日（金）～１１月１２日（月）３泊４日
行　　先／西安（中華人民共和国・陝西省の省都）
内　　容／「旅」と「学習」と「交流」の三要素
　　　　　を組み合わせ、古都「西安」の文
　　　　　化や生活習慣を学び、人とのふれ
　　　　　あいの暖かさや楽しさを味わって
　　　　　いただける充実したツアーです。
募集人数／約３０名
参  加  費／約１５０，０００円
募集期間／２００７年７月下旬～１０月上旬　締切り
募集方法／全労済福井県本部へ直接ご連絡下さい。
　　　　　ＴＥＬ（0776）26-6186
兵
馬
傭
博
物
館

大
雁
塔

「西遊記」で知られ
る三蔵法師がインド
から持ち帰った式典
の保存と翻訳のた
めに建立を行ったと
言われています。大
雁塔が建造された
当時は５層でした
が、現在の大雁塔は
７層の塔からなりま
す。中は螺旋階段が
あり最上階まで上
がると西安市内を
一望できます。

約８，０００体の兵馬の埴輪が並ぶ圧巻の博物館です。発
掘現場跡をそのまま公開しているダイナミックな風景
は見ものです。

中国北西部に位置します。陝西省の省都。西周（B.C.1100）から泰、漢、唐と12の
王朝が1087年間、都が置かれた所です。現在は紡績、化学、製薬など多くの産業
が栄え、大雁塔、兵馬俑坑等の見どころは大変有名です。

10月の最高気温19℃
　　　最低気温9℃
　　　降水量62mm
薄手のセーター、カーディガン等、
冬服、コート等

11月の最高気温12℃
　　　最低気温3℃
　　　降水量32mm

一
日
目

二
日
目


